
平成31年１月１日現在
世帯数
　男
　女
総人口

８７３戸
９６４人

１，０２２人
１，９８６人

新成人！

１月１３日に松本市総合体育館で成人式が行
われました。入山辺地区では、１３名（男性
４名、女性９名・住民登録上）が新成人とな
りました。
成人式に参加した入山辺地区出身の8名に今
後の抱負などを聞きました！
● 氏名（町会名） 
①成人式を迎えた感想と今後の 抱負
② どんな入山辺になってほしいか
③ 家族にむけて一言

● 栁澤　佳依（三反田）
① 気がついてみたらもう20歳。長かったようで短

かった学生生活でした。美容師の国家資格を取っ
て美容師としての仕事頑張るぞ

② 若者が外へ出ていかないような入山辺にしたい。
商業施設（労働力確保にもなるし、地域の活性化
にも繋がる）せめてコンビニでもあればいいな。
老人施設の拡充が必要だと思う。

③ 今までいっぱい心配かけてすみませんでした。
社会に出たら少しでも安心してもらえるように
頑張りたいと思います。本当にお世話してくれ
てありがとう。

● 赤木　美紀（千手）
① 成人式を迎えるのはまだ先のことの様に思って

いましたが、振り返ってみるとあっという間でし
た。今年専門学校を卒業し、春からは社会人とし
て働き始めます。成人したということを自覚し
まだまだ未熟な私ですが社会への貢献ができる
よう精一杯努めていきたいと思います。また勉
学も怠らず、積極性を大切にし、尽力いたします。

② 特になし
③ 無事成人式を迎えることができたのもここまで

育ててくれ支えてくれた家族がいたお陰です。
親身になって話しを聞いてくれ、困っていると手
を差し伸べてくれた家族には沢山助けられまし
た。そんな家族にこれからは私が恩返しできる
よう日々努めていきたいと思います。

● 西澤　亜美（宮原）
① 長かった学生生活も終わり、いよいよ社会人になります。責任と自覚をしっかり持ち、周りの人から

愛され、必要とされる人になれるように頑張ります。
② 自然豊かなところや野菜や果物がおいしいところは本当に誇りに思います。これからはもっともっ

とたくさんの人が入山辺を活性化できればいいと思います。
③ ２０年間深い愛情込めて育ててくれてありがとうございました。４月からもここを離れることなく

社会人になるので少しずつ恩返しをしていきたいです。

● 赤木　美香（千手）
① 20歳になったことをまだ実感できな

いです。これから社会人になって自
分で責任を持って頑張ります。

② 入山辺は特に改善することもないの
で特になしです。

③ 今まで色々なことで心配かけたけど、
これからは心配かけないように自分
で考え、行動できるようにやってい
きます。

● 原山　優希（上手町）
① 気が付いたら20歳になっていまし

た。今までもやりたいことを自由に
やってきたのでこれからもやりたい
ことを自由にやり、楽しい人生を送
りたい。

② バスが少ないので増やしてほしい。
③ 今は金食い虫でしかないから就職し

て自分でお金を稼げるようになった
ら恩返しをしたい。

● 矢島　由衣（中村）
① 長い人生楽しんで生きていきたいと思う。成人になり

色々と自由にできるようになるが自由と無責任を履き
違えず責任ある行動をする。

② 住みやすいところになってほしい。土地の傾斜がキツ
イのは仕方ないのでバスの便を増やすなどしないと学
生とかは住めないと思う。

③ 無事に成人を迎えることができました。ありがとうご
ざいます。これからも仲良く暮らしていきたいです。

● 髙砂　美咲（橋倉）
① 成人式が近づくにつれ、もう２０年も経ったんだなと実感しています。成人を迎えた

ということはこれからは1人の大人として見られるということなので責任を持って生
活していきたいです。それから私はもう１年学生なので社会人に向けてしっかりと勉
強していきたいです。

② 自然に囲まれた温かい雰囲気の入山辺で生まれてとても嬉しく思っています。これか
らも人との繋がりを大切にする入山辺であってほしいです。

③ 20年間育てていただきありがとうございました。これからもよろしくお願いします。

祝

新成人のメッセージ
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僕
は
こ
の
３
年
間
、
野
球
を

や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
３

年
の
冬
で
す
。
初
め
て
や
る

野
球
は
と
て
も
難
し
く
大
変
で

し
た
。
け
ど
野
球
は
面
白
い
と

思
い
ま
し
た
。
特
に
僕
が
や
り

た
か
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
ピ
ッ

チ
ャ
ー
で
す
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は

野
球
の
メ
イ
ン
と
な
る
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
す
。
な
の
で
や
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
４
年

生
の
時
は
試
合
に
出
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
僕
は
レ
フ

ト
で
し
た
。
取
れ
る
フ
ラ
イ
も

多
く
な
り
、
も
っ
と
野
球
が
面
白

く
な
り
ま
し
た
。
次
は
５
年
生

で
す
。
６
年
生
が
３
人
し
か
い

な
か
っ
た
の
で
、
僕
は
全
て
の
試

合
に
出
ま
し
た
。
次
に
６
年
生

で
す
。
６
年
生
は
こ
の
チ
ー
ム

で
僕
一
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
の
で
お
父
さ
ん
な
ど
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
し
ま
し

た
。
シ
ョ
ー
ト

か
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
や
り
ま
し

た
。
野
球
が
う

ま
く
な
れ
た
の

で
い
い
３
年
間

に
な
り
ま
し

た
。

　

12
月
５
日
に
も
ち
つ
き
会
を

し
ま
し
た
。
全
園
児
が
代
わ
る

代
わ
る
杵
を
持
ち
、
餅
つ
き
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
年
長
に
な
る

と
周
り
か
ら
の
「
よ
い
し
ょ
」

の
か
け
声
と
一
緒
に
つ
く
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。
つ

い
た
お
餅

は
御
供
え

に
し
た

後
、
み
ん

な
で
頂
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

原
田　

勇
さ
ん

　

12
月
８
日
し
め
縄
作
り
講
習
会

が
二
十
数
名
の
参
加
を
い
た
だ
き

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
し
め
飾
り
の

由
来
を
説
明
後
、ご
ぼ
う
締
め
、お

や
す
、
し
ゃ
も
じ
を
作
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
方
も
お
り
、
縄
が
な
え

ず
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
コ
ツ
を

覚
え
た
ら
講
師
顔
負
け
の
ご
ぼ
う

締
め
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
長
年
講
師
を
務
め
ら
れ

た
先
生
が
３
月
に
急
逝
さ
れ
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
吉
田
昭

さ
ん
、
浅
村
保
雄
さ
ん
の
ご
協
力

で
実
施
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
門
松
は
歳
神
様
（
農

業
林
業
を
司
る
神
様
）
を
お
迎

え
す
る
目
印
で
門
々
玄
関
に
左

右
一
対
に
立
て
ま
す
。
し
め
縄
は

神
の
領
域
を
示
す
境
界
線
の
役
目

で
す
。
三
九
郎
は
歳
神
様
が
煙
に

乗
っ
て
天
に
昇
っ
て
い
く
よ
う
に

お
送
り
す
る
行
事
だ
そ
う
で
す
。

　
暮
れ
も
押
し
迫
る
12
月
25
日
、入

山
辺
公
民
館
に
立
派
な
門
松
が
飾

ら
れ
ま
し
た
。
製
作
者
は
南
方
町

会
で
造
園
業
を
営
む
赤
羽
貞
一
さ

ん
に
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

門
松
づ
く
り
の
難
し
い
の
は
ま

ず
材
料
の
竹
、松
、梅
の
素
材
集
め

か
ら
始
ま
り
、「
３
本
の
真
竹
の

切
り
口
を
鋭
角
に
切
り
、
見
た
目

に
美
し
く
切
る
こ
と
」、「
バ
ラ
ン

ス
よ
く
整
え
て
作
る
こ
と
」
だ
そ

う
で
す
。

　

高
さ
約
1
8
0
セ
ン
チ
の
こ
の

門
松
は
一
対
作
る
の
に
約
２
時
間

半
か
ら
３
時
間
ほ
ど
か
か
り
作
ら

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
お
い
し
い
ね
」

と
言
っ
て
平
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し

ま
し
た
。
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
一
人
一

人
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

ぼ
く
の
三
年
間

山辺小６年　
鈴木　翼くん

制作者の赤羽貞一さん（南方町会）

福
祉
ひ
ろ
ば

し
め
縄
作
り
講
習
会

入
山
辺
公
民
館
に

　
　
　
立
派
な
門
松

新成人のメッセージ
● 赤羽　毬子（南方）
① 今まで十代だった自分がこんなにも早く成人となり成人式を迎えるという

ことで、なかなか成人という実感は湧かず、ただただ中身は変わらないまま
式だけを迎えてしまうような気持ちがある。20歳になった、つまり成人し
てこれまでにはなかった責任感というものが芽生えてきた。酒や煙草が許
されるようになる反面、社会のルールを守ること、大人として行動すること
など新たな制約がついたような気がする。これが成人する、つまり大人にな
るという事なのだろうか。このような気持ちの変化から成人式を通し中身
も成人らしくなれるように努めていきたいと思う。久しぶりに会う旧友た
ちの変わり様も非常に楽しみである。

② 入山辺は基本的に落ち着いていて住みやすい土地だと感じる。しかし、少子
高齢化の影響もあり人が少なく、里に比べ活気がない。祭りやイベント行事
に参加する人も毎年減ってきているので面倒くさがらずにそのような行事
に参加できるように全体で変わっていって欲しい。また、車を持っていない
者には交通が非常に不便なので改善してもらいたい。近くに商業施設を増
やすのも良いと思う。イオンモールまでは遠すぎる。

③ 大学に入学し、一人暮らしを始めもうすぐ1年が経つ。成人を迎えられたの
はここまで育ててくれたお母さん、お父さん、おばあちゃん皆のおかげです。
一人暮らしをしてみて分かったことは私は全然独り立ちできていないとい
うこと。まだまだ皆のお世話にならないといけないみたいです。20歳を迎
え、皆に迷惑だけはかけないよう頑張ります。

入
山
辺
保
育
園
～
冬
の
行
事
～

も
ち
つ
き
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
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